
   

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              
 
  
 
 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      
 

� 契約者貸付がある生命保険金の取扱い                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  
Ｑ：相続税では、生命保険金は一定額が非

課税になりますが、契約者貸付金がある場合

は、どのような取扱いになりますか？                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

Ａ：次のような取扱いになります。 

【解説】  

生命保険金は、相続税法では、相続人が取得

した生命保険金等のうち、次の非課税限度額

に達するまでの金額は相続税の対象に含まれ

ないこととなっています。 

非課税限度額＝500万円×法定相続人の数 

また、生命保険契約において、契約者貸付制

度を受けていたため、支払われるべき保険金

からその契約に係る貸付金が差し引かれた場

合は、次のように取り扱われることとなって

います。 

①被相続人が保険契約者である場合 

保険金受取人は、その契約者貸付金等の額を

控除した金額に相当する保険金を取得したも

のとし、その控除に係る契約者貸付金等の額

に相当する保険金及びその控除に係る契約者

貸付金等の額に相当する債務はいずれもなか

ったものとします。 

②被相続人以外の者が保険契約者である場合 

保険金受取人は、その契約者貸付金等の額を

控除した金額に相当する保険金を取得したも

のとし、その控除に係る契約者貸付金等の額

に相当する部分については、保険契約者がそ

の相当する部分の保険金を取得したものとし

ます。 
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